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I. はじめに

地域では，住民が住み慣れた我が家で最期まで暮ら
せるように，多職種のネットワークを基盤に地域包括
ケアシステム構築を目指している．このシステムは，
医療，介護，予防，生活支援サービス等を適切に組み
合わせ，高齢者の地域生活を支援することを目指して
いる（筒井，2012, 368–381）．この中で，訪問看護は
医療と介護，生活支援サービスの統合的支援を行い，
また，小児，精神，障がい者などの幅広い対象者を看
護職間で連携してケアを実践している．この訪問看護
師を含めた多機関に所属する看護職のネットワーク
は，地域の健康づくりに貢献できるのではないかと考
える．

II. 地域の課題を看護の視点で見つめる

1. 高齢者の健康と自宅環境の関連
東京都北区では，認知症高齢者の増加が予想され
るため，認知症対策を立てている（北区，2016）．ま
た，北区は東京都内で公共賃貸住宅の空き家が最も多
く，都営団地といった公共賃貸住宅には高齢者が多く
居住している．その高齢者の中には，ゴミであふれた
自宅に単身で暮らしている認知症者も含まれ，個別の
衛生管理支援と，空き家を含む住宅全体の衛生管理の
両方の支援が健康管理には必要である．つまり，高齢
者の健康支援には，公衆衛生的な視点が重要であると
考える（Dale & Bredesen, 2017; Kessler, Bonnell, & Chap-

man, 2018）．

2. 子育てを含めた人のふれあいの場づくり
北区では地域包括支援センターと社会福祉協議会
が協力し，住民をリーダーとした街カフェ活動「だ
んだん東十条」を運営している．この「だんだん東十
条」には子育てしている若いお母さんから高齢者，障
がい者と幅広く参加している．この場では皆が声を掛
け合い，互いの心身の変化に気づくことで心地よいコ
ミュニティづくりとなっている．訪問看護師もこの場
に参加し，予防看護や，希望する参加者にマッサージ
やフットケアなど触れるケアを実施し，心身の安定
に貢献している．（Dunber, 2014; Hirahara, Kawahara, & 

Shuda, 2017）．

III. 地域包括ケアシステムにおける 
看護職のネットワークの意義

東京都北区では，在宅医療介護連携推進に向けた多
職種連携が推進されている．この取り組みの一つに，
訪問看護師が行う病院から自宅への移行支援がある．
この医療コーディネートの役割を北区では訪問看護認
定看護師（CN）が担っており，専任の支援員1名と地
区別担当の訪問看護CN 6名が，各地域で最適なケア
チームづくりを行い，高齢者の再入院を予防してい
る．
また，北区では2012年に保健師，看護師，助産師

を対象に，看護の質の向上と多機関の連携を目的と
した「北区ナーシングヘルスケアネット」を立ち上げ
た．発起人は保健師，在宅看護CNS，老人看護CNS，
小児看護CNSであり，現在では，家族看護CNS，在
宅療養支援診療所に勤務する緩和ケアCNも運営メン
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バーに加わっている．参加者は，行政の保健師や療育
センター，地域包括支援センター，診療所，病院の
病棟や外来，特別養護老人ホームや有料老人ホーム，
サービス付高齢者住宅といった施設，通所サービス，
訪問看護ステーションや，ケアマネジャーをしてい
る看護師，助産師，看護大学の教員等である．「北区
ナーシングヘルスケアネット」では，講演による学び
の後，参加者が自施設のことや催し物を紹介する．そ
して，その会場で参加者がおいしい料理とお酒等を楽
しみながら交流をし信頼関係を構築してきた．6年間
継続することで，多機関の看護職の顔が見える関係が
構築できた．
この活動を継続する中で，病棟の若いスタッフが地
域包括支援センターの看護師と知り合い，退院支援が
スムーズになったり，認定看護師，専門看護師が集
まったり，重症心身障がい児を訪問看護している訪問
看護師と助産師がともに学んだりすることが実現し，
看護がかかわるすべての機関との連携が推進された．

IV. おわりに

地域包括ケアシステムと住民の暮らしを支える網の
目のような看護職のネットワークは，地域住民の命と
暮らしを支え，予防から看取りまでを幅広く支援する
地域ケアの質の向上に貢献している．そして，訪問看
護師が高齢者，障害者，小児等や住民を含む地域の全
ての人々を対象とした看護実践と看護職のネットワー
クは，医療，看護，介護，福祉といった地域共生社会
の実現にむけて貢献できると考える．
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